
“血圧を測るだけ”のリスク管理から脱却しよう 2日間の実技でしっかり技術を習得！

テキストの著者が
直々に解説します。

　患者さんの容態がおかしい…でも、手元にあるのは血圧計・聴診器・SpO2 モニターのみ。あなたならどうしま
すか？そんな時、自分を守ってくれるのがフィジカルアセスメントです。臨床では必須のスキルといえます。この
講座では、特別な機器はなくても自分の眼・手・耳を最大限使った評価の方法を、実技を交えて徹底的に学びます。
さらに、実際に起こる症状を健常者に模擬再現。臨床により近い状態で評価の本質を学びます。さあ、あなたも現
場感覚で創られたこのセミナーに参加してアセスメント能力を磨いてみませんか？

日　時：

※食費・宿泊費等は含まれません

日本離床学会臨床を元気に！

日本離床学会 検 索検 索

日本離床学会

実技コース
2単位取得

場　所：都久志会館（福岡市中央区天神 4-8-10 地下鉄天神駅より徒歩）
講　師：曷川 元 先生 （日本離床研究会 学術研究部） 他
対　象：PT・OT・ST・看護師（左記以外でも受講可）
受講料：2日間  一般 16,800円（税込）　会員 14,800円（税込）

2020年
2月15日（土）14：30～18：30
16日（日）10：00～16：10

福岡講演

※この講座は「危険を事前に察知するための呼吸・循環フィジカルアセスメント講座」をもとにバージョンアップした２日間講座です。
※この講座は様々な工夫を用いて実際の症状に近い状態を模擬体験する講座であり、シミュレーターを用いたアセスメント講座ではありませんので、ご了承ください。
※この講座は離床アドバイザー習得コースの実技コース2単位を取得できます。
※学会発行書籍「フィジカルアセスメント完全攻略 Book」を予めご準備の上、講義にお臨みください。


